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稚アユの大きさは約6㌢で、河口から上流へと上っていき、餌場の確
保のため一定の縄張りを作って成魚へと成長していきます

　菊池川漁業協同組合（江
え

藤
とう

俊
とし

男
お

組合長）が市内の河川で
稚アユを放流しました。菊池川、迫間川、合志川の本・支流
に生息する魚を保護するための増殖事業として、同組合が
毎年実施。約14万尾を市内21カ所で放流しました。

在来種を守るために。稚アユを放流
4月16日　菊池川漁業協同組合

山下会長㊧と永
なが

田
た

英
ひで

則
のり

事務局長㊨は「地域社会への貢献のため今
後も活動を続け、子どもたちの健全育成に貢献したい」と話しました

　市第三セクター連絡協議会（山
やま

下
した

和
かず

貴
たか

会長・富の原中央）
が小学校10校に202枚101,000円分の図書カードを贈り
ました。第三セクター5施設で買い物後に投函されたレシー
トの総額の0.1%分を還元しており、今年で12回目です。

市内の小学校へ図書カードを寄贈
5月12日　菊池市第三セクター連絡協議会

㊧から江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、大塚製薬株式会社ニュートラシューティカルズ
の石

いし

田
だ

清
きよし

熊本支店長、同社熊本支店の廣
ひろ

岡
おか

良
りょう

一
いち

さん

　市と大塚製薬株式会社は、市民の健康づくりを推進し、地
域の活性化および市民へのサービスの向上を図るために包
括的連携に関する協定を締結。同社との連携により、更なる
市民の健康づくりや健康意識の向上を図ります。

包括連携に関する協定を締結
4月20日　大塚製薬株式会社

㊧から教育立市きくち委員会茅
かや

嶋
しま

祐
ゆう

一
いち

さん（立石）、横
よこ

田
た

輝
てる

雄
お

さん（神
来）、塚

つか

本
もと

美
み

津
つ

代
よ

さん（熊本市）、牧さん

　教育立市きくち委員会が市内の保育園と幼稚園に家庭教
育としつけに関する冊子を寄贈。冊子は２種類が１セットで、
約３００セットを保育士や教諭に配布しました。同委員会の牧

まき

俊
とし

郎
ろう

さん（深川）は「子どもの成長に役立てて」と話しました。

子どもたちの健全な成長のために
５月27日　教育立市きくち委員会

堤さんは、過去にも令和元年の選挙制度130周年記念選挙関係功
労者表彰にて、内閣総理大臣表彰を受賞されています

　叙勲・褒章において、菊池市明るい選挙推進協議会の堤
慎一さん（辻）が藍綬褒章を受章し、報告のため市役所を訪
問。堤さんは約25年間、選挙の啓発活動に尽力し、有権者
の選挙に対する意識向上に貢献しました。

堤
つつみ

慎
しん

一
いち

さんが受章
5月10日　藍

らん

綬
じゅ

褒章

坂本さんは「このような勲章をいただけて光栄。今後は地域に恩返
しをしていきたい」と話しました

　春の叙勲で坂本春男さん（北宮）が瑞宝単光章を受章しま
した。坂本さんは旧菊池市消防本部に採用され、消防士と
して３６年間消防の発展に貢献し、社会公共の福祉の増進に
大きく寄与しました。

坂
さか

本
もと

春
はる

男
お

さんが受章
５月３１日　瑞宝単光章

同社の社員や家族など約250名がヤマザクラやモミジなど600本を
植樹。同社グループの新入社員がシイタケの駒打ちも体験しました

　西部の森きくちで植樹祭が行われ、西部電気工業㈱グルー
プ（熊

くま

本
もと

敏
とし

彦
ひこ

代表取締役社長）の関係者らが参加。また、同
社と市は協働の協定を締結し、3月23日に調印式を実施。
過去11年間協定を結び、今回で更に3年間を延長しました。

西部の森きくちで第12回植樹祭を開催
4月17日　西部電気工業株式会社

森さん㊨は平成26年6月～平成30年5月までは議長として議会の
円滑な運営に貢献しました

　森清孝さん（上住吉）に旭日双光章が授与されました。森
さんは平成18年に菊池市議会議員に初当選。3期12年にわ
たり在職し、文教厚生常任委員会副委員長、総務文教常任
委員会委員長を歴任。現在の市政に大きく寄与しています。

森
もり

清
きよ

孝
たか

さんが受章
5月18日　旭日双光章

空を優雅に泳ぐこいのぼり。菊池の子どもたちが、たくましく、元気に、
良い子に育つようにとの願いが込められました

　菊池教育会（坂
さか

本
もと

敏
とし

正
まさ

会長・堀切）が企画し、迫間川流域
実行委員会が迫間めがね橋下流での設置・撤去を担当。本
活動は地域住民から不要になったこいのぼりを募り、傷んだ
ものと交換しながら続けています。

成長を願い、こいのぼり45匹が空を泳ぐ
5月5日　菊池教育会

㊧から田中副会長、緒方副会長、山本会長、野口副会長

　今年度の事業計画・予算・役員などが市区長協議会総会で
承認されました。会長は山

やま

本
もと

隆
りゅう

生
せい

さん（泗水区長会会長）、
副会長は田

た

中
なか

英
えい

二
じ

さん（菊池区長会会長）、緒
お

方
がた

宣
のぶ

成
しげ

さん（七
城区長会会長）、野

の

口
ぐち

進
しん

也
や

さん（旭志区長会会長）です。

令和3年度の役員が決まりました
6月4日　菊池市区長協議会

徳永さん（㊧2）と児玉さん（㊧3）は「さまざまな所に出向き研修をし
ながら、自分も意識を啓発させられ、楽しく活動できた」と語りました

　人権擁護委員を7年間務めた徳
とく

永
なが

良
りょう

子
こ

さん（辺田）と2期6
年間務めた児

こ

玉
だま

清
きよ

美
み

さん（富の原東）が退任にあたり法務大
臣感謝状を受賞。二人は人権相談や福祉施設への訪問など
の人権啓発活動に積極的に取り組んできました。

人権擁護委員を務めた2人が受賞
5月11日　法務大臣感謝状

検討委員会委員長を務める熊本大学の田
た

中
なか

尚
なお

人
と

准教授㊧から芳野
副市長へ答申書が提出されました

　「市民会館2施設（文化会館・泗水ホール）の今後のあり方」
について意見を求められていた市民会館あり方検討委員会
が、答申書を提出。芳

よし

野
の

勇
ゆう

一
いち

郎
ろう

副市長は「市民の意見を広
く集約しながら慎重に進めていきたい」と話しました。

市に答申書を提出
５月１４日　市民会館あり方検討委員会
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